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V．植物群落の動態

　　Dynamik　der　Pflanzengesellschaften

　一定の空間を占めている植物群落はたえず変化をしている。移動能力のない個々の植物を構

成員とする植物共同体；植物群落は，時間の経過とともに，その種組成，群落構造に変化を生

じさせている。

　植物群落の動態への注目の歴史は古く，1806年にA．von　Humboltが岩上の一次遷移と遷移を

すすめる散布器官とその定着に関する研究を行っている。その後，　Kerverエ863，　Warm　ing

1895，Cowles　1899，　Clements　1905など多くの業積がまとめられている。

　Clements1916が示しているように，植物群落の動態，遷移は，時間的レベルで，1＞個体発生

的系列，2）それの反復，3）系統発生的系列（さらに，地史的，地質時代的，気候的系列に細分

される）が区分され，空間的レベルで小遷移系列miCrosereとしてとらえることが可能である。

　Malor　1974，　Yaroshenho　1946に準じて，時間的尺度に応じた植物群落の動態をまとめると

以下のように示すことができる。
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1日（日毎）……構成種の丁丁別日次的リズム。

季節

年次

約4年

約10年

60～70年

数100年

600年～700年……小規模な進化の発生，

数1000年

…… J花，結実など特定の種（個体）の動態，生育段階，相観の変化にとも

　　なった耐性の変化。

…… A物群落の種組成，構造の動態，構成種の生長にともなった変化。

……ｮ物の変化，食料資源の変化にともなった小規模な動態。

…… C候変化に起因する生産量，種子生産，稲観などの変化。

…… N次の経過にともなった植生の世代変化。

…… A物群落の発達にともなった動態。

　　　　　　　　　　　　自然環境の変化。

…… A物相の変化。

1，動態を生じさせる要因

　　Kausa韮faktoren　fUr　Vegetationsdy魏a、mik

植物群落の動態を生じさせる要因については，時計的尺度を季節的，年次的レベルでとらえ

ることに限っても複雑である。

一定の空間を占めている植物群落は，競争と共存をしながらたえず変化している個体による
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環境形成作用reactionがあげられる。田川1973が桜島において新たな火山灰地への植物群落の

侵入とそれによる環境形成を報告している。事実，発電所設置にともなって新たに設けられた

造成地，埋立て地には，始め有機質に富む土壌を欠き，まったくの裸地であった。しかし，数

年を経ずして，イヌビエ，エノコログサ，アレチマツヨイグサ，キンエノコロなどの草本植物

が順次パッチ状に侵入を始めている。今ヨでは，ヤシャブシ，アカシデ，クロマツ（アカマツ）

などの木本植物の生育もみられる。同時に，物理的，化学的要因から有機物，無機物の堆積も

少なくない。

　植物群落の動態を生じさせる要因として，これらの植物群落自体，すなわち内的要因；環境

形成作用が第一義的にあげることができる。

　さらに，自然環境の変化にともなった他動的要因もあげられる。隆起・沈降といった変化，水分

条件の変動，気候的不順などさまざまな自然環境条件の変化が植物群落の動態を生じさせている。

　今日の植生の大部分は，さまざまな形で加えられてきた人為的干渉human　impactの影響

を受けている植生，代償植生SUbStitUtiOnal　VegetatiOnである。したがって，植物群落の動

態を生じさせている要因として，直接，間接に人間の紙冠をあげることができる。

　これら植物群落の前進的変化または退行的変化に対してサイクリックな変化もある。それは，

主に槌物群落を構成する個々の植物の季節的動態によることが多い。開花，結実，落葉，新緑

などは季節的に定期的に生じる変化であり，サイクリックな変化（動態）である。

2．植物群落の遷移　Sukzession　der　PflanzengesellscLaften

　植物群落をまったく除いた宮地には，時間の経過とともに植物群落が生育し始め，数年を経

ずに，相観，群落構造，種組成を変化させ，より発達した植生へと遷移する。このように放置

した植物群落が遷移していく系列が蔚進的遷移prQgressive　succession系列；正の遷移系列と

雷われている。また，正常遷移系列orthosereとも言われる。逆に，植生への負担が増加する

にともなって生じる植物群落が遷移していく系列が退行遷移retrogressive　succession系列；

負の遷移系列といわれている。

　一般的に遷移（系列）とは前進的遷移（系列）を示す。この前進的遷移は，植物が地球上に

現われた順とは逆になる。

　すなわち，一年生草本植物群落一→多年生草本植物群落一一→夏緑低木類（陽樹）一常緑高

木類（陰樹）の順が一般的である。

　植物群落の遷移の系列は，同一立地での人為的干渉の強弱（程度）に旛じた植物群落で示す

ことが可能である。宮脇ら1972は神奈lll県の現；存植生を論じた中で，以下に示されるシラカシ

群集とその代償植生について人為的干渉との関連で示している（Fig。7，8）。
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　また植物群落の遷移は，人為的干渉の程度の稲対的尺度である植生自然度・代償植生度との

一定の対応がある。宮脇・鈴木1974は熊野灘・浦神半島の植生の中でFig・9・を示している。
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